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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の表示装置で１つの大画面を構成する表示システムにおいて、
　複数の映像データを受信する受信手段と、
　受信された複数の映像データを前記複数の表示装置の配列構成に応じて分割する分割手
段と、
　分割された各映像データを対応する表示装置へ配信する配信手段と、
　実行すべき処理内容を各表示装置に割り当てる処理割当手段とを備え、
　前記処理割当手段は、前記各表示装置で実行される処理に要する時間または前記各表示
装置で実行される処理のデータ量に基づいて、前記各表示装置への処理内容の割り当てを
決定すると共に、前記各表示装置で実行される処理に要する時間に基づいて、前記複数の
表示装置のグループ分けを決定し、
　前記配信手段は、当該決定された表示装置のグループ分けに応じて、分割された各映像
データを、対応するグループを構成する前記各表示装置へ配信することを特徴とする表示
システム。
【請求項２】
　前記各表示装置で実行される処理に要する時間を測定する処理経過時間測定手段が、前
記各表示装置に設けられていることを特徴とする請求項１記載の表示システム。
【請求項３】
　複数の表示装置で１つの大画面を構成する表示システムで実行される表示制御方法にお
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いて、
　複数の映像データを受信する受信工程と、
　受信された複数の映像データを前記複数の表示装置の配列構成に応じて分割する分割工
程と、
　分割された各映像データを対応する表示装置へ配信する配信工程と、
　実行すべき処理内容を各表示装置に割り当てる処理割当工程とを備え、
　前記処理割当工程は、前記各表示装置で実行される処理に要する時間または前記各表示
装置で実行される処理のデータ量に基づいて、前記各表示装置への処理内容の割り当てを
決定すると共に、前記各表示装置で実行される処理に要する時間に基づいて、前記複数の
表示装置のグループ分けを決定し、
　前記配信工程は、当該決定された表示装置のグループ分けに応じて、分割された各映像
データを、対応するグループを構成する前記各表示装置へ配信することを特徴とする表示
システムで実行される表示制御方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の表示システムで実行される表示制御方法をコンピュータにより実行さ
せるためのコンピュータで読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の表示装置で１つの大画面を構成する表示システム及び表示システムで
実行される表示制御方法並びにプログラムに関し、特に複数の映像データを同時に表示す
る際の複数の表示装置における分散処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、複数の表示装置で１つの画面を構成する表示システムが知られている。
【０００３】
　この種の表示システムとして、特許文献１の表示システムは図６に示すような構成を備
えている。同図において、１００１は画像拡大装置であり、１０１０～１０２１は表示装
置である。画像拡大装置１００１は受信した映像データに対し複数の表示装置１０１０～
１０２１で構成される１つの画面のサイズに合わせて拡大処理を施す。そして、画像拡大
装置１００１は拡大された映像データを複数の表示装置１０１０～１０２１の配列位置に
従って分割し、当該分割された映像データを対応する各表示装置に提供している。
【０００４】
　また、複数の映像データを同時に表示する表示システムも従来より知られている。この
種の表示システムとして、特許文献２の表示システムは図７に示すような構成を備えてい
る。
【０００５】
　同図において、表示システムは、信号入力回路１１０１～１１０３、映像回路１１１１
～１１１３、映像合成回路１１２０及び映像表示回路１１３０を備えている。
【０００６】
　映像回路１１１１～１１１３は、それぞれ信号入力回路１１０１～１１０３から入力さ
れる映像データに対して所定の処理を施す。映像合成回路１１２０は映像回路１１１１～
１１１３によってそれぞれ処理された映像データを合成し、映像表示回路１１３０に出力
し、映像表示回路１１３０は合成された映像データを表示する。
【特許文献１】特開平７－６４５２９号公報
【特許文献２】特開平１０－８４５１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来の表示システムの構成では、複数の映像データを同時に表示さ
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せる場合、ある表示装置では１つの映像のみを表示し、ある表示装置では複数の映像を表
示するといった具合に各表示装置で扱う映像データ量が異なる。
【０００８】
　このため、表示装置間を接続する配線毎に映像データの伝送量の偏りが生じる。さらに
扱う映像データ量が少ない表示装置と扱う映像データ量が多い表示装置での処理負荷が異
なるという問題がある。結果として、複数の表示装置で構成される１つの画面において、
複数の映像データをリアルタイムに遅滞なく表示することができない場合があった。
【０００９】
　本発明の目的は、複数の表示装置で構成される１つの画面において、複数の映像データ
をリアルタイムに遅滞なく表示することが可能な表示システム及び表示システムで実行さ
れる表示制御方法並びにプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の表示システムは、複数の表示装置で１つの大画面
を構成する表示システムにおいて、複数の映像データを受信する受信手段と、受信された
複数の映像データを前記複数の表示装置の配列構成に応じて分割する分割手段と、分割さ
れた各映像データを対応する表示装置へ配信する配信手段と、実行すべき処理内容を各表
示装置に割り当てる処理割当手段とを備え、前記処理割当手段は、前記各表示装置で実行
される処理に要する時間または前記各表示装置で実行される処理のデータ量に基づいて、
前記各表示装置への処理内容の割り当てを決定すると共に、前記各表示装置で実行される
処理に要する時間に基づいて、前記複数の表示装置のグループ分けを決定し、前記配信手
段は、当該決定された表示装置のグループ分けに応じて、分割された各映像データを、対
応するグループを構成する前記各表示装置へ配信することを特徴とする。
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の表示システムで実行される表示制御方法は、複数
の表示装置で１つの大画面を構成する表示システムで実行される表示制御方法において、
複数の映像データを受信する受信工程と、受信された複数の映像データを前記複数の表示
装置の配列構成に応じて分割する分割工程と、分割された各映像データを対応する表示装
置へ配信する配信工程と、実行すべき処理内容を各表示装置に割り当てる処理割当工程と
を備え、前記処理割当工程は、前記各表示装置で実行される処理に要する時間または前記
各表示装置で実行される処理のデータ量に基づいて、前記各表示装置への処理内容の割り
当てを決定すると共に、前記各表示装置で実行される処理に要する時間に基づいて、前記
複数の表示装置のグループ分けを決定し、前記配信工程は、当該決定された表示装置のグ
ループ分けに応じて、分割された各映像データを、対応するグループを構成する前記各表
示装置へ配信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、処理に要する時間または各表示装置で実行される処理のデータ量に応
じて、複数の表示装置に対する、次の処理の割り当てが決められる。その決定された割り
当てに応じて、分割された各映像データが、対応する表示装置へ配信される。よって、映
像データの伝送が平均的に分散され、表示装置間を接続する伝送経路や各表示装置と映像
配信回路とを接続する伝送経路の効率的な使用が可能となる。結果として、複数の表示装
置で構成される１つの画面において、複数の映像データをリアルタイムに遅滞なく表示す
ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の実施の形態にかかる表示システムの構成図である。
【００１５】
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　本発明の実施の形態にかかる表示システムは、表示装置１０～２１、映像受信回路５０
１、映像拡大回路５０２、映像分割回路５０３、映像配信回路５０４及び処理割り当て回
路５０５を備えている。表示装置１０～２１はそれぞれ画像処理回路１００～１１１を備
えている。
【００１６】
　表示装置１０～２１は、図１に示すように横４台×縦３台となるように格子状に配置す
ることで、１つの大画面を構成する。また、各表示装置は複数の映像データを受信可能で
あり、受信した複数の映像データに対して高画質化処理や合成処理を施して表示画面に映
し出す。
【００１７】
　画像処理回路１００～１１１は、それぞれ表示装置１０～２１が受信した映像データに
対する高画質化処理や合成処理を行う。画像処理回路１００～１１１で実行する処理は、
処理割り当て回路５０５により決定され、画像処理通知経路７０２を介して画像処理回路
１００～１１１へ通知される。
【００１８】
　映像受信回路５０１は、テレビ放送、インターネット放送、又は映像サーバなどから配
信された映像データを受信可能であり、複数の映像ソースからの映像データを同時に受信
可能である。
【００１９】
　映像拡大回路５０２は、映像受信回路５０１が受信した映像データに対して所定の画面
サイズに合わせた拡大処理を施す。この所定の画面サイズは、表示装置１０～２１で構成
される１つの画面サイズ、又は表示装置数台分で構成される画面サイズなどがあり、映像
受信回路５０１が受信した映像データの種類に応じて切り替えられる。
【００２０】
　映像分割回路５０３は、映像拡大回路５０２が拡大した映像データに対して表示装置１
１～２１の配列に応じて分割処理を施す。
【００２１】
　映像配信回路５０４は、処理割り当て回路５０５による処理の割り当て結果に応じて、
映像分割回路５０３により分割された映像データを該当する表示装置へ配信する。
【００２２】
　処理割り当て回路５０５は、表示装置１０～２１の配列構成及び受信した映像データの
画面サイズ等に従い、映像データの処理を各表示装置にどのように割り振るかを決定する
。
【００２３】
　図１において、７０１は分割された映像データを各表示装置へ配信するための映像デー
タ配信経路であり、７０２は画像処理回路１００～１１１へ分割された映像データに対す
る処理を通知するための画像処理通知経路である。また、９００は表示装置１０～２１が
映像データを隣接する表示装置へ転送するための垂直方向の映像データ伝送経路であり、
９０１は表示装置１０～２１が映像データを隣接する表示装置へ転送するための水平方向
の映像データ伝送経路である。
【００２４】
　次に、本実施の形態にかかる表示システムの動作を以下に説明する。
【００２５】
　映像受信回路５０１は複数の映像データを受信する。ここでは、ＤＶＤとＬＡＮの２つ
の映像ソースから１フレームごとに映像データを受信する。本実施の形態では、映像ソー
スとして２チャンネルで説明を行うが、ｎチャンネルの映像ソースであっても本発明の表
示システムの動作に変わりはない。
【００２６】
　映像受信回路５０１で受信した２つの映像データに対して映像拡大回路５０２は拡大処
理を施す。図２のようにＤＶＤからの映像データとＬＡＮからの映像データを表示装置１
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０～２１に重ね合わせて表示させる場合、図３（Ａ），（Ｂ）に示すようにＤＶＤからの
映像データとＬＡＮからの映像データを表示させる大きさに拡大する。
【００２７】
　映像分割回路５０３は、拡大した映像データに対して分割処理を施す。図４（Ａ），（
Ｂ）に示すように映像データは分割される。
【００２８】
　図４（Ａ）のＤＶＤ映像データに含まれるＡＡ部分は表示装置１０、ＢＢ部分は表示装
置１１１、ＣＣ部分は表示装置１２、ＤＤ部分は表示装置１３、ＥＥ部分は表示装置１４
、ＦＦ部分は表示装置１５、ＧＧ部分は表示装置１６にそれぞれ表示される。さらに、Ｈ
Ｈ部分は表示装置１７、ＩＩ部分は表示装置１８、ＪＪ部分は表示装置１９、ＫＫ部分は
表示装置２０、ＬＬ部分は表示装置２１にそれぞれ表示される。
【００２９】
　図４（Ｂ）のＬＡＮ映像データに含まれるＡＡＡ部分は表示装置１１、ＢＢＢ部分は表
示装置１２、ＣＣＣ部分は表示装置１５、ＤＤＤ部分は表示装置１６、ＥＥＥ部分は表示
装置１９、ＦＦＦ部分は表示装置２０にそれぞれ表示される。
【００３０】
　処理割り当て回路５０５は、表示装置１０～２１のグループ分けを行い、各グループに
どのような処理を行わせるのかを決定する。グループ分けは、複数の表示装置を１つのグ
ループとする。グループの構成は、表示装置１０～２１の配列構成により決定される。本
実施の形態では、配列構成が縦３×横４と横長である。このような配列構成においては、
垂直方向の表示装置列でグループを構成する。例えば、表示装置１０，１４，１８をグル
ープ１とし、表示装置１１，１５，１９をグループ２とし、表示装置１２，１６，２０を
グループ３とし、表示装置１３，１７，２１をグループ４とする。そして、処理割り当て
回路５０５は、グループ１に含まれる表示装置にＤＶＤ映像データのＡＡ部分、ＥＥ部分
及びＩＩ部分に対する画像処理を行わせることを決定する。処理割り当て回路５０５は、
グループ２に含まれる表示装置にＤＶＤ映像データのＢＢ部分、ＦＦ部分、ＪＪ部分、Ｃ
Ｃ部分、ＧＧ部分、及びＫＫ部分に対する画像処理を行わせることを決定する。処理割り
当て回路５０５は、グループ２に含まれる表示装置にＬＡＮ映像データのＡＡＡ部分、Ｃ
ＣＣ部分及びＥＥＥ部分に対する合成処理を行わせることを決定する。また、処理割り当
て回路５０５は、グループ３に含まれる表示装置にＬＡＮ映像データのＡＡＡ部分、ＢＢ
Ｂ部分、ＣＣＣ部分、ＤＤＤ部分、ＥＥＥ部分及びＦＦＦ部分に対する画像処理を行わせ
ることを決定する。処理割り当て回路５０５は、グループ３に含まれるＤＶＤ映像データ
のＣＣ部分、ＧＧ部分及びＫＫ部分に対する合成処理を行わせることを決定する。処理割
り当て回路５０５は、グループ４に含まれる表示装置にＤＶＤ映像データのＤＤ部分、Ｈ
Ｈ部分及びＬＬ部分に対する画像処理を行わせることを決定する。
【００３１】
　処理割り当て回路５０５は、更に、グループ内の各表示装置に含まれる画像処理回路に
どの処理を行わせるのかを決定する。
【００３２】
　例えば、処理割り当て回路５０５は、グループ１内の各表示装置に含まれる画像処理回
路に以下の処理（（１）～（３）の処理）を行わせることを決定する（図５参照）。
【００３３】
　（１）表示装置１０の画像処理回路１００に、ＤＶＤ映像データのＡＡ部分に対する画
像処理を行わせる。（２）表示装置１４の画像処理回路１０４に、ＤＶＤ映像データＥＥ
部分に対する画像処理を行わせる。（３）表示装置１８の画像処理回路１０８に、ＤＶＤ
映像データＩＩ部分に対する画像処理を行わせる。
【００３４】
　また、処理割り当て回路５０５は、グループ２内の各表示装置に含まれる画像処理回路
に以下の処理（（４）～（６））を行わせることを決定する（図５参照）。
【００３５】
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　（４）表示装置１１の画像処理回路１０１に、ＤＶＤ映像データのＢＢ部分及びＣＣ部
分に対する画像処理を行わせ、さらに画像処理後のＤＶＤ映像データのＢＢ部分と画像処
理後のＬＡＮ映像データのＡＡＡ部分との合成を行わせる。（５）表示装置１５の画像処
理回路１０５に、ＤＶＤ映像データのＦＦ部分及びＧＧ部分に対する画像処理を行わせ、
さらに画像処理後のＤＶＤ映像データのＦＦ部分と画像処理後のＬＡＮ映像データのＣＣ
Ｃ部分との合成を行わせる。（６）表示装置１９の画像処理回路１０９に、ＤＶＤ映像デ
ータのＪＪ部分及びＫＫ部分に対する画像処理を行わせ、さらに画像処理後のＤＶＤ映像
データのＪＪ部分と画像処理後のＬＡＮ映像データのＥＥＥ部分との合成処理を行わせる
。
【００３６】
　また、処理割り当て回路５０５は、グループ３内の各表示装置に含まれる画像処理回路
に以下の処理（（７）～（９））を行わせることを決定する（図５参照）。
【００３７】
　（７）表示装置１２の画像処理回路１０２に、ＬＡＮ映像データのＡＡＡ部分及びＢＢ
Ｂ部分に対する画像処理を行わせ、さらに画像処理後のＬＡＮ映像データのＢＢＢ部分と
画像処理後のＤＶＤ映像データのＣＣ部分との合成を行わせる。（８）表示装置１７はＬ
ＡＮ映像データのＣＣＣ部分及びＤＤＤ部分に対する画像処理を行わせ、画像処理後のＬ
ＡＮ映像データのＤＤＤ部分と画像処理後のＤＶＤ映像データのＧＧ部分との合成を行わ
せる。（９）表示装置２０の画像処理回路１１０に、ＬＡＮ映像データのＥＥＥ部分及び
ＦＦＦ部分に対する画像処理を行わせ、さらに画像処理後のＬＡＮ映像データのＦＦＦ部
分と画像処理後のＤＶＤ映像データのＫＫ部分との合成を行わせる。
【００３８】
　例えば、処理割り当て回路５０５は、グループ４内の各表示装置に含まれる画像処理回
路に以下の処理（（１０）～（１２）の処理）を行わせることを決定する（図５参照）。
【００３９】
　（１０）表示装置１３の画像処理回路１０３に、ＤＶＤ映像データのＤＤ部分に対する
画像処理を行わせる。（１１）表示装置１７の画像処理回路１０７に、ＤＶＤ映像データ
のＨＨ部分に対する画像処理を行わせる。（１２）表示装置２１の画像処理回路１１１に
、ＤＶＤ映像データのＬＬ部分に対する画像処理を行わせる。
【００４０】
　次いで、映像配信回路５０４は、処理割り当て回路５０５による割り当ての決定に応じ
て、各表示装置に、該当する映像データを配信する。
【００４１】
　処理割当て回路５０５により割当てられた各グループの処理内容に従い、映像配信回路
５０４から表示装置１８へはＤＶＤ映像データのＡＡ部、ＥＥ部及びＩＩ部が配信される
。映像配信回路５０４から表示装置１９へはＤＶＤ映像データのＢＢ部、ＣＣ部、ＦＦ部
、部ＧＧ、ＪＪ部及びＫＫ部が配信される。映像配信回路５０４から表示装置２０へはＬ
ＡＮ映像データのＡＡＡ部、ＢＢＢ部、ＣＣＣ部、ＤＤＤ部、ＥＥＥ部及びＦＦＦ部が配
信され、映像配信回路５０４から表示装置２１へはＤＶＤ映像データのＤＤ部、ＨＨ部、
ＬＬ部が配信される。
【００４２】
　表示装置１８～２１はそれぞれ受け取った映像データから処理すべき映像データを抜き
出し、残りのデータを隣接する表示装置１４～１７に対し映像データ伝送経路９００を介
して転送を行う。例えば、表示装置１８は、受け取ったＤＶＤ映像データのＡＡ部、ＥＥ
部及びＩＩ部のうち、ＡＡ部を抜き取り、残りのＤＶＤ映像データのＥＥ部及びＩＩ部を
表示装置１４へ転送する。表示装置１４～１７も同様にそれぞれが処理すべき映像データ
を抜き出し、残りのデータを表示装置１０～１３に対し映像データ伝送経路９００を介し
て転送を行う。
【００４３】
　このとき、処理割り当て回路５０５は表示装置１０～２１に画像処理通知経路７０２を
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介して各表示装置でどのような処理を行うのかを通知する。
【００４４】
　表示装置１０～２１に含まれる画像処理回路１００～１１１は受信した映像データと処
理内容に応じて処理を行う。グループ１及びグループ４では、表示装置１０，１４，１８
，１３，１７，２１がそれぞれ受信したＤＶＤ映像データに画像処理回路を使って画像処
理を施し、画像処理が施されたＤＶＤ映像データを表示する。
【００４５】
　グループ２では、表示装置１１，１５，１９の画像処理回路でＤＶＤ映像データに画像
処理を施し、画像処理後のＤＶＤ映像データのうち表示装置１１，１５，１９で表示しな
いものをグループ３へ映像データ伝送経路９０１を介して転送する。同時に、グループ２
では、表示装置１１，１５，１９は、グループ３から表示に必要な画像処理後のＬＡＮ映
像データを受け取り、合成処理を行い、合成した画像を表示する。グループ３では、表示
装置１２，１６，２０の画像処理回路でＬＡＮ映像データに画像処理を施し、画像処理後
のＬＡＮ映像データのうち表示装置１２，１６，２０で表示しないものをグループ２へ映
像データ伝送経路９０１を介して転送する。同時に、グループ３では、グループ２から表
示に必要な画像処理後のＤＶＤ映像データを受け取り、合成処理を行い、合成した画像を
表示する。
【００４６】
　このとき、表示装置１０～２１の処理経過時間測定部１００ａ～１１１ａはそれぞれの
処理に要した時間を、画像処理回路１００～１１１を用いて画像処理通知経路７０２を介
して処理割り当て回路５０５へ通知する。
【００４７】
　処理割り当て回路５０５は、通知された処理に要した時間を元に次のフレームのデータ
に対するグループ割、処理割り振りを決定する。
【００４８】
　例えば、１画面分のＤＶＤ映像データに対する画像処理、１画面分のＬＡＮ映像データ
に対する画像処理、ＤＶＤ映像データとＬＡＮ映像データとの合成処理に要する時間が２
：２：１であるとすると、処理割り当て回路５０５により下記の決定がされる。
【００４９】
　処理割り当て回路５０５はグループ１を表示装置１０，１１，１５と決定する。そして
、処理割り当て回路５０５は、表示装置１０，１１の画像処理装置１００，１０１でＤＶ
Ｄ映像データのＡＡ部分，ＢＢ部分，ＦＦ部分に対する画像処理を行わせる決定をする。
さらに、処理割り当て回路５０５は表示装置１５の画像処理回路１０５でＬＡＮ映像デー
タのＡＡＡ部分に対する画像処理と合成処理を行わせる決定をする。
【００５０】
　処理割り当て回路５０５はグループ２を表示装置１４，１８，１９と決定する。処理割
り当て回路５０５は表示装置１４，１８でＤＶＤ映像データのＥＥ部分，ＩＩ部分，ＪＪ
部分に対する画像処理を行わせる決定をする。処理割り当て回路５０５は表示装置１９で
ＬＡＮ映像データのＣＣＣ部分に対する画像処理と合成処理を行わせる決定をする。
【００５１】
　処理割り当て回路５０５はグループ３を表示装置１２，１３，１６と決定する。処理割
り当て回路５０５は表示装置１２，１３でＤＶＤ映像データのＣＣ部分，ＤＤ部分，ＧＧ
部分に対する画像処理を行わせる決定をする。処理割り当て回路５０５は表示装置１６で
ＬＡＮ映像データのＢＢＢ部分に対する画像処理と合成処理を行わせる決定をする。
【００５２】
　処理割り当て回路５０５はグループ４を表示装置１７，２０，２１と決定する。処理割
り当て回路５０５は表示装置１７，２１でＤＶＤ映像データのＨＨ部分，ＫＫ部分，ＬＬ
部分に対する画像処理を行わせる決定をする。処理割り当て回路５０５は表示装置２０で
ＬＡＮ映像データのＤＤＤ部分に対する画像処理と合成処理を行わせる決定をする。
【００５３】
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　映像配信回路５０４は、処理割り当て回路５０５で決定されたグループ割、処理割り振
りに応じて、映像分割回路５０３により分割された映像データを該当する表示装置へ配信
する。
【００５４】
　以上詳細に説明したように、本実施の形態によれば、処理割り当て回路５０５は、各処
理経過時間測定部から通知された処理に要する時間を元に次のフレームのデータに対する
グループ割、処理割り振りを決定する。そして、映像配信回路５０４は、処理割り当て回
路５０５で決定されたグループ割、処理割り振りに応じて、映像分割回路５０３により分
割された映像データを該当する表示装置へ配信する。このように、処理に要した時間に応
じて、複数の表示装置に対する、次の処理の割り当てを決めることで、表示装置間を接続
する伝送経路や各表示装置と映像配信回路とを接続する伝送経路の効率的な使用が可能と
なる。さらには、複数の映像データをリアルタイムに遅滞なく伝送することが可能となる
。
【００５５】
　上記実施の形態では、各表示装置が処理経過時間測定部を備えていたが、処理経過時間
測定部に代えて、画像処理回路で処理するデータ量を測定するデータ量測定部を備えてい
てもよい。この場合、データ量測定部で測定されたデータ量を処理割り当て回路５０５へ
通知する。処理割り当て回路５０５は、通知されたデータ量を元に次のフレームのデータ
に対するグループ割、処理割り振りを決定する。映像配信回路５０４は、処理割り当て回
路５０５で決定されたグループ割、処理割り振りに応じて、映像分割回路５０３により分
割された映像データを該当する表示装置へ配信する。これにより、処理経過時間測定部を
備える場合と同様の効果を奏することができる。
【００５６】
　また、上記実施の形態では、各表示装置ごとに処理経過時間測定部を備えていたが、処
理割り当て回路５０５と各表示装置との間に１つの処理経過時間測定部を設けるようにし
てもよい。この場合、その１つの処理経過時間測定部が、各表示装置で実行される処理に
要した時間を測定する。
【００５７】
　また、本発明の目的は、前述した各実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログ
ラムコードを記憶した記憶媒体を、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装
置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ等）が記憶媒体に格納されたプログラムコード
を読み出し実行することによっても達成される。
【００５８】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した各実施の形態の
機能を実現することになり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記
憶媒体は本発明を構成することになる。
【００５９】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、ハードディスク
、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－Ｒ
ＡＭ等の光ディスク、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。または
、プログラムコードをネットワークを介してダウンロードしてもよい。
【００６０】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した各
実施の形態の機能が実現される場合には限られない。すなわち、そのプログラムコードの
指示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実
際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した各実施の形態の機能が実現
される場合も含まれる。
【００６１】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
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に備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した各実
施の形態の機能が実現される場合も含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の実施の形態にかかる表示システムの構成図である。
【図２】複数の映像データを重ね合わせて表示した状態を示す図である。
【図３】（Ａ）はＤＶＤ映像データを拡大した状態を示す図であり、（Ｂ）はＬＡＮ映像
データを拡大した状態を示す図である。
【図４】（Ａ）は拡大したＤＶＤ映像データの分割状態を示す図であり、（Ｂ）は拡大し
たＬＡＮ映像データの分割状態を示す図である。
【図５】表示装置での処理分散を示す図である。
【図６】従来の表示システムを示す構成図である。
【図７】従来の表示装置を示す構成図である。
【符号の説明】
【００６３】
１０～２１　表示装置
１００～１１１　画像処理回路
１００ａ～１１１ａ　処理経過時間測定部
５０１　映像受信回路
５０２　映像拡大回路
５０３　映像分割回路
５０４　映像配信回路
５０５　処理割り当て回路
７０１　映像データ配信経路
７０２　画像処理通知経路
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